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■ユーザカスタマイズ留意事項・処方せん （2016.3.24） 

本資料は、2016年 4月診療報酬改定における日レセの処方せんプログラムの対応について解説

するものです。 

 

１ フォームの変更 

 

 様式変更のためフォーム IDを追加しました。 

様式 改定前 改定後 

Ａ５縦（ＱＲ無） HC02V02 HC02V03 

Ａ５縦（ＱＲ有） HC02QV02 HC02QV03 

Ａ４横 HCM19V02 HCM19V03 

 

(1) 「備考」欄の変更 

  「残薬確認」欄を追加しました。 

  「保険医署名」欄の右側（下図点線枠部分）は編集領域としました。 

 

    保険医署名 

  備 

 

     

 

  考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「変更不可」欄に「レ」又は「×」を記載した

場合は、署名又は記名・押印すること。 

保険薬局が調剤時に残薬を確認した場合の対応（特に指示がある場合は「レ」又は「×」を記載すること。） 

       □保険医療機関へ疑義照会した上で調剤     □保険医療機関へ情報提供 

（６歳）又は（高一） 

「残薬確認」欄追加 

「備考」欄を２行分削る 

□チェック欄は編集項目 

20文字×2行 
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２ プログラムの変更 

 

 (1) 改定前後のプログラム IDです。 

様式 改定前 改定後 

Ａ５縦（ＱＲ無） ORCHC02V02.CBL ORCHC02V03.CBL 

Ａ５縦（ＱＲ有） ORCHC02QV02.CBL ORCHC02QV03.CBL 

Ａ４横 ORCHCM19V02.CBL ORCHCM19V03.CBL 

 

 (2) 改定前後のプログラムの切り分けについてです。 

  システム管理の管理番号 1031「出力先プリンタ割り当て情報」の「処方せん（院外）」の

標準プログラム名を変更する必要がないように対応しています。 

 

  診療日によって処理するプログラムを自動的に切り替えます。 

 

※システム管理に設定されている標準プログラム（ORCHC02.CBL、ORCHC02Q.CBL、 

ORCHCM19.CBL）を診療日による振り分けのみの機能としました。そして、元のプログラ

ムをそれぞれ（ORCHC02V01.CBL、ORCHC02QV01.CBL、ORCHCM19V01.CBL）として追加しま

した。 

 

  プログラムオプションについても改定前のプログラム IDで登録された内容を使用します。 

 

 (3) 「備考」欄の編集 

  「残薬確認」欄が追加となりましたので「備考」欄の編集領域が２行分減りました。 

  このため、「保険医署名」欄の右側を編集領域とし、“（６歳）”又は“（高一）”の編集領域

としました。 

 

 

 

 

 

 

(4) 「残薬確認」欄の編集 

診療行為入力で以下のシステム予約マスタを入力して処方せんを発行すると該当する部

分に「×」の編集を行います。 

 

099209921 保険医療機関へ疑義照会した上で調剤 

099209922 保険医療機関へ情報提供 

 

 (5) ＱＲコードの編集 

「院外処方せん２次元シンボル記録条件規約 Ver.1.2」が公開されましたので対応しました。 

 

残薬確認欄レコードが新設されましたので、「残薬確認」欄の編集に合わせて残薬確認欄レ

コードを記録します。 

 

COPY句 CPORCSQRCSV.INC に以下の項目を追加しました。 

      *        残薬確認指示 

改定対応ではありませんが、特定の公費を使用する場合に「備考」欄へ固定文字を記

載する必要があり、その編集領域としても使用するように修正しています。 

これはプログラムオプションに登録した公費番号から判定して対応する文字列を記載

する仕組みとしています。 
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               05  ORCSQRCSV-ZANSIJI       PIC  X(01). 

 

  “保険医療機関へ疑義照会した上で調剤”の場合は”1” 

  “保険医療機関へ情報提供”の場合は”2” 

  を設定します。 

 

 バージョンレコードのバージョン情報の記録について 

 残薬確認欄レコードを記録する場合は、”JAHIS3”を記録します。 

   残薬確認欄レコードを記録しない場合は、”JAHIS2”を記録します。 

 

 (6) 湿布薬等の理由の編集 

  「処方」欄又は「備考」欄へコメント入力された内容を編集する方法での対応となります

ので、処方せんプログラムでの変更はありません。 

 

 (7) ソースプログラムの変更内容についてです。 

ソースプログラムの変更内容の詳細については、CVS より最新のプログラムを取得し改定

前後のプログラムを比較して下さい。 

 


